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ラO社余が出師 日J 1

デザイン・エンジニヤリンク．ショウに展示された

3Mの機械めっき装置………．．………･………………………。

<海外の話題＞輸入制限と物不足再来と．………………………

イワタボルト第20番目の拠点・北九州市に福岡出張所誕生…・

走るソフイット ・北に南に年間28,000キロ走破

動く ミニ展示館に各地で大きな反響･……･･…………………．
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8誌名くシグマ＞の由来

くシグマ＞はギリシャ語のアノレファベ､ソ ト第18番目に

あたるZ(sigma)から取ったものですが、 Zは微積

分では総体の和を現わす記号ともなっております。

そこで、 1） 「ねじ」は物を締めつけて完成品に仕上

げる重要な部品ですから、総体の和を支えるものと

いえます。そして 2)私たちは、総体（トータル）で

ものをみ、伝票では買えないものをサービスして、

総体のコスト（トータルコスト）を下げることに協力

します。 このためには、 3)「ねじ」を供給する私たち

と、それを使用される皆さんとの間に、密接な和を

必要とします。 こうした私たちの3つの願いをこめ

て名づけられたのがくシグマ＞です。
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近代的技術を誇る

－大デモンストレーション

日本からはイワタボルト 1社

4月2日に羽田を州発し20日に帰着するまで

18日間にわたるアメリカ出張でしたか、展示会

での立合、 それが終った後の!滑々の社用も、通

訳に当られた聖降氏の見事な応待と接衝に助け

られて、 まずは無事大任定了という感じです。

何しろ初”海外経‘験でもあ))頭の中に軽理し切

れぬものも残っていますが、展示会の模様や訪

門先の印象など思いつくままに印してみます。

まずテ．ザイン ・エンジニヤリング・ショウで、

すが、会場のマソコ ミック ・フ･レースは一昨

年も開かれた所です。会場の広さといえ環境と

いえ、 また交通の便といえ、誠に恰好な所で､、

明年の展示会もここで開かれる予定といわれま

す。展示会には350社以上のメーカーが参加し

ましたが、出品の内容はた成品というより部品

や構成部品か大部分を占め、 その範囲も広汎に

わたっております。ねじ部品を始め機械部品、

電気や電子部品、樹脂や。、ム部品、油圧関係部

品、接着剤、めっきや被覆剤やその装置等々で

それこそアメリカの近代的技術やエンジニヤリ

ングの ・大テ．モンストレーションといった感じ

でした。 とくに今年は、省エネルギー、安全性、

公割坊止といったJl'}､(に展示が絞られている感じ

で、 この展示会がその時代時代の課題や問題点

を反映している様子か感じられました。

またこの展示会全体を通じて出品各社がその

デスフ・レイに心'|‘輔い稗の気配りをし、参観者の

視覚に訴えようとする努力は学ぶべきものがあ

りました。 それに感心したことは主催側の参観

者に対する配盧です。何しろ出品が広範囲にわ

麹
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（ ☆会場のシカゴのマッコーミック・プレース☆
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シカゴの 三

1976デザイン・エンジニヤリングショウに参加して 三
三

三

三

時代の課題と役割を反映 三
三
二＝

全米350社余が出品， イワタボルトの展示に関心と興一味 三
三

＝

三

三
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三 働

三 ﾐﾂｸ ･ﾌﾚｰｽで|刑かれました｡ ｲﾜﾀポﾙﾄは- -昨年､昨年に！」'三
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三 きつずき芥繩の製1Y!を腱,脈しましたが、 これま31111にわたり参加した三
三 二= I I本ねじ工業協会間係の10数社が今年は出1W!を取り | |:めましたので、
三 三

三 l l本のねじ企唯で参加したのはイワタボル|~だけでした。 このテ’ザイ三
三 三

三 ン ・エンジニヤリンク≠ ・ンヨウはASME (American Society of三三

MechanicalEngineersの略称。アメリカ機械|虻術桝協会）が主催し三
二＝

三 三
て行うもので、すでに22年という氏い歴史を}､fっており、 その時々の＝三 ＝

三 アメリカのj>膣業界の課題や使命を象徴するものとして知られています三
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☆イワタボルトの展示コーナーは参観者が引きも

切らず、あれこれと質問がつずき応待に汗だく☆

☆インフォメーションセンターは自分の見たい製

品を立ち所にコンピュータではじき出して教えて

くれる☆

☆イワタボルトの展示コーナーはラインヘッドの

パネル写真の前に各種特殊品を展示した。左が橘，

右が藤井☆

ンサートのタウンセ．ン社等々ですが、 その他エ

ルコ ・ インタ・スト リーズ社は術間圧造による各

挿の特殊部品を、モノク、ラム・ インダ､スリーズ

のオハイオ・ロ､ソド ・プロタ．ク､ソ社も冷間庄造

の各種ボルト 、 リベッド、 スタ.ソドなと．を、 フ

ェリ ・キャ､ソフ．＆セ､ソ ト ・スクリュー社は12ポ

イントのキャ、ソフ・スクリュー‐を、 ウェケッサー

社はナイロン製のボルト ・ナ､ソ トを展示してい

ました。 また私たちには初耳の会社ですが、 ジ

ェ、ソ ト ・ファスナー社はセルフドリ リングタイ

フ・の夕､ソピンねじSpaDrilや、 ねじ部と座面

に工夫を施したゆるみ1 12ボルトKnurlokといっ

た新製品を展示していたのが目をひきました。

たり会場も広いため、 とくに何かに関心を持っ

ても探すのに一苦労します。 そこで今年初めて

の試みだそうですが、 インフォメーション （受

付又は案内所） にオンライン方式のコンピュー

ターを設け、見たいと思う製品をいうとコンピ

ューターではじき出し、 どこと、このコマへ行く

とこういうものがあると教えてくれるようにな

っていました。 それこそ、 さすかアメリカと感

心した次第です。

ねじ部品関係で参加したのは20数社稀度です

が、 日本でも馴染み深い会社や製品も少なくあ

りませんでした。ゆるみ止ナットのエスナー社、

溝付ピンのグ､ルーフ・ピン社、ナイラッチのハー

トウエル社、 クイ 、ソクファスナーのズース．フ

ァスナー社やシモンズ・ファスナー社、ポッフ“

リベットのUSM社、 うゞラインドリベ､ソ トやイ

ラインヘッドと

メートルねじに質問と関心

見積りなどの問合せも予想以上

さて、 イワタボルトの出品は今年で4回目で、

しかも前3111]と違ってねじ企業としては日本か

らの、唯一の単独出品だったわけです。ねじ企

業以外でも現地の日本系企業が3社川品した粍

度ですから、海を渡って遙々日本から参加した

企業はイワタボルトだけということになります。

出品の内容はラインへ､ソドを飴めフランジナ

､ソ ト 、ナイロンナソ ト 、 スフ･リンク、ナット等々

ですが、パネルに大きくラインヘッドを配し、

"今あなたの必要とするメートル・ファスナー，，

と英文で訴えたのは、中々印象的だったようで

す。 ラインヘッドについては､ソールなどの点に

）
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☆ゆるみ止めファスナーで有名なエスナー社のコ

ーナー☆

☆ポップリベットでお馴染みのUSMファスナー

グループの展示コーナー☆

☆質問もラインヘッドに関する技術的な内容から

メートルねじのことにまで及ぶ☆

めかなり目標を､Xてて見て廻った債りですが、

そうざらにうまいものが転がっているものでは

ないことか､分りました。

そういう商売菰は一応別として、 このデザイ

ン ・エンジニヤリンク、 ・ ショウで忘れてはなら

ないことは、腱示会に併行してコンファランス

とセミナーが同じく 4日間にわたって開かれた

ことです。 これには全米各地から技術荷、設計

者、管理肴などが集ま ’)夫々の部門に分れて報

告発表や倫議が行われるわけで、今年はとくに

ファスニング・アンド ・ジョイニング（締結と

接合） に関するコンファランスも4月5日と6

日の2日間開かれました。私たちは立合の関係

で、 というと体裁よくなl)ますが、正直云って

聞くだけの知識も語学力もないことから敬遠し

た形になって・しまいました。 ただその概要は一

ついて突込んだ質問をうけましたが、 その他の

製品についてもカタログや見積りの要求など今

わせて300件以上に達したのは私たちとしても

予想以上でした。

蘭問でとくに印象が深かったのは、 メー1､ル

ねじに間するものです。 アメリカカ静インチ・ポ

ンド制からメートル制に移行するに伴い、ねじ

部品もこれ迄のインチねじがメートルねじに切

り換えられることは私たちも承知していました

が、われわれの展示品を通じてメーI､ルねじに

これ程深い関心と興味を示すとは思いもよ’）ま

せんでした。私たちはインチねじからメートル

ねじに変るといっても、変るのにぼい時間を要

するだろう位に考えてもそれ稀大問題だ．とは思

いませんでした。だがよく考えてみるとこれは

物の尺度が変るだけでなく 、考え方とか見方ま

で変る位の大きな問題です｡例えば日本で尺貫

法からメートル法に変ることを考えてみると分

ります。 これはメートルで教育をうけた私たち

には想像もできない大問題なのだろうと思いま

す。氏い問身についたものがまるつき’)変って

しまうわけで、 そういえばアメリカではこの切

り換えに伴う数台や計||練が大きな課題になって

いると聞きましたが、 うなづけます。

（
7部門に分れ技術問題の報告会

締付問題の報告と論議も

この展示会で私たちは硴合グ)合間をみては交

棒でいろんな展示品をみて辿｜） 、 そこは商売気

を出して目ぱ･しいものが何かと気を配りました

が、不勉推の故か中々見当'）ませんでした。子

－3－
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☆フェリ ・キャップ＆セットスクリュー社は毎回

12ポイントのカウンタボアを強調。隣にグッドリ

ッチ社のリブナットがみえる☆

☆さて今日の予定は、 と会場の外で一思案する岩

田聖隆☆

☆IBタッチの提携先デニソン社の展示コーナー☆

ための被覆､「設計技術と分析」のコンファラン

スでは設計分析技術の進歩などです。

私たちに関係ある 「締結と接合」 コンファラ

ンスで次のような問題がとりあげられました。

★ボルト頭部形状評価の基準…･ ･ ･-RiChardC.

Landt (SPSう。ロジェクト ・エンジニヤ）

★製品の最低保証に関するファスナー検査基準

……HarryS・Brenner (アルメイ研究試験

社社長）

★有効な接合コントロールシステム……Robert

J.FinkelstOn(SPS主任プロジェクト ・エ

ンジニヤ）

★ねじ接合体の疲れ改善のメカニズム. ･･…Ste-

phenC.Ford (（､ソテル・コロンバス研究

所主任研究貝）

この外この部門では接着斉llに関する2つのテ

一マがとりあげ､られました。

「ボルト頭部形状評価の基準」 というのは、

ねじ部品の軽量化、材料節約、接合の緊密化を

計る上でボルト頭部形状の設計が如何に大きな

役割を果すかを論じたものであり、 「有効な接

合コントロールシステム」はトルクコントロー

ルをコンピュータにより適正化を図ることを論

じたものでSPSがその装置の開発に大きな力

を注いできた問題です。 その他の問題は残念な

がら資料を入手できませんでしたが、 イロIれにせ

よ切角の機会を語学力と理解力の不足から参加

できなかったことは悔まれてなりません。

応報告しておきます。

この会議では2つの全体会議の外に7部門に

分れたコンファランス、 それに2つのセミナー

が行われました。全体会議のテーマはアメリカ

産業界が当面する技術上の問題点や課題を象徴

しています。一つは蝋アメリカの技術的指導'1,生

に明るい陽が昇りつつあるか'′ 、今一 →つはい宇

宙開発に於ける今後の設計上の諸問題'′ ･セミ

ナーはとくに現在問題になっているものの中か

ら工業用う。ラスチックと電子制御の問題がとり

あげられました。 コンファランスは7部門に分

れ、夫々の部門の中で興味深い幾つかのテーマ

がとりあげられました。例をあげると 「一般的

工学・管理」のコンファランスでは生産性の向

上、製品安全性向上の設計、騒音管理､｢資材・

被覆のコンファランスでは経済性と安全性の

｝
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☆マクリーン・フオッグ社を訪門。広々とした土

地に緑の芝生が美しい☆

☆ポウタケット社を訪門した後デビッド・ハーシ

ュ社長らと記念に1枚☆

☆スコビルブラインドリベットはこのアジャック

ス・ハードウエア社で作られている☆ ’

芝生が印象的でした。 この工場はいわゆるスタ

ンダ･一ドのナ､ソ トは殆んと．なく 、 フランジナ､ソ

ト 、 ロッキング､ナット 、 ピアスナ､ソ ト等々すべ

て特殊品で、附加価値の高い製品を量産してい

ます。大きな倉庫を持ち、約60日分、個数にし

て2億個の製品を常時在庫して商売していると

聞きました。

インガーゾルランド社はニュージャジーク､|､Iの

フイリップスバーグにあるロックドリルエ場を

訪門しました。削岩機のユニットエ場でありま

たポンプ°製造工場です。 ここでは熱間鍛造品又

は鋳造品が殆んど機械によって仕上げられ、 そ

れもNCを利用して行われていました。 1台が

3,300万円とか6,000万円もする機械を、 1人の

オペレータが2台受持ち24時間稼動さぜている

とのことでしたが、 これによってコストダ､ウン

をし競争に勝つのだと語っていたのが印象的で

した。 インガソルランドというと締付装置など

を始め国際的に活躍している大企業ですが、そ

の成長の秘密をかい間見る思いをしました。

ポータケ､ソ ト ・ファスナー社はロードアイラ

ンド州ポータケットにある工場ですが、創業以

来90年以上という古い会社です。アイボルト 、

Tボルト 、根角ボルトなどが主で、M16までは

冷間、 それ以上は熱問で製造していました。材

質はステンレス鋼が全体の80％ということでし

た。不足分とかナ､ソ ト 、 ワッシャ、 キャップス

クリューなどは日本から輸入しているようで、

ステンレス材も日本のものが材料倉庫に積まれ

ていました。 日本の材料は品質が良い上に安い

と大変評価していました。

エジヤ､ソクス． ／、－ドウェア社はカリフォル

マクリーンフオッグなど数社を訪門

フォードのデトロイトエ場も見学

5日から8日まで4日間のデザイン・エンジ

ニヤリング・ショウを終り、 まず第1の大役を

果しましたが、つずいてマクリーン・フオ､ソグ

・ロックナット社、 インガーソルランド社、エ

ージャックス社、ポータケット ・ファスナー社

を社用で訪門し、更にフォード自動車テ． トロイ

トエ場を見学しました。

マクリーン・フオッグ社は日本でも名前の知

られたロックナットの専門メーカーで、昨年で

創立50年を迎えた、アメリカでは比較的歴史の

新しい会社です。 イリノイj'|､|マンダレーンにあ

るこの工場は、広々とした土地に青々と広がる

（

5－
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ニヤ州シティ ・オフ、・インダ､スリイにある工場

でスコビル社の1部門です｡訪れた日がグｯ､ド

･フライディといって復活祭の前の金曜日に当る

所から会社が休み。 止むなくセールス・マネジ

ャーのジｴｰﾑｽ･テ’リ ､ｿｺ氏に連絡をとって

もらい、 ホテルのロビーで会見し用半をすませ

ました。 このエジャ､ソクス社はイワタボル|、が

販売しているスコービル・ブ､ラインドリベッ ト

を製造している工場で、 スコービル社が、労使

関係のこじれからエジャ､ソクス社にう．ライントゞ

リベ､ソ トの牛産を棒したものです。大体1日100

J本の生産をし3週間分位のｲ{J車を抱えている

ようです。現在アメリカでう．ラインドリベ､ソ ｜、

のメーカーはいろいろあり、 その中のビソグス

リーというとポップ、マー‐ ､ノン、 それにスコー

ビルとのことでしたが、 スコービルの製品が杵

及しているのは、品画が良いこと、利用し易い

こと、アフタサービスのよいこと、 しかもボ』ヅ

プなと．よ ’)値段が安いことなどを理由としてあ

げていました。

以I見、取｢jl先の会社訪門の外にフォード自動

車テ． トロイトエ場を見学しました。普通なら工

場見学､ソアーという形で行くわけですが、未だ

行われていないといわれ、直接デ1、ロイ トの工

場に出かけた訳です。見学できたのは圧延 [場

とコンパクトカーの組立工場です。

圧延工場では、 インコ．シ卜された厚さ約500

ミ リ 、巾2メートル、医さ5メートルのfli塊を

再度細めて圧延している所を見せてくれました‘

その序延の早いことは跨る〈べきで、 そのため

インゴ､ｿ､トの再加iMを2機利川で交互に行って

いま.した。

コンパクトカーの組立工場ではとくに自動供

給装置の使川状況に関心があ'）ましたが、私た

ちの見た範囲では始んと．眼にふれませんでした

ラインの傍らにねじ類をおき、手でエアドライ

バーを使用して作業していました。使叩されて

いるねじ類では、ボル|、はうランシ､付又はセム

スタイフ・、ナ､ソ トはフランジ付のタフロック式

のロックナ､ソ ト 、 タッピンねじも座付きが眼に

つきました。 またスビードナ､ソ トやタッビンクﾞ

ナットなどfl側板ナ､ソ トもかなり使用されていま

した。先に訪れたポー タケット社の1活しでは、

テ． トロイ トエ場よ’） も他の工場のﾉが設備が近

代的で参好になるのではないかとのことで､した

が、 それでも私たちにはアメリカ産業の中枢を

IIiめる自動車工場の生巌の一端を眼の当りにし

たのは印象的でした。

以上か､18日間にわたるアメリカ出雌の大ざっ

ぱな報告であり印象記です。未だと．うまとめて

いいか雑蝿し切れぬものも多々あ'）ますが、 こ

れらは少く とも’'1分たちの,L､の'i!で徐々に懐fﾄM

し形づけしていきたいと思います。 それか．今後

の仕 :j¥の!| !でｲ1I1ほとゞか生かされていくものと期

待しつつ。

）

デザイン・エンジニヤリング
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3Mの機械めっき装置

問題が起らないこと、更には部姉の機械的物

理的'rt能か肴:し〈向上、めっきコストも安く

つくことなどにあるとされています。 3MTIz

のめっき装置は1503咽メカニカル．フ・レーテ

ング.センターと称され、浦浄、めっき、 ク

ロメー|､処理、乾燥なと÷ 一切をj也統的に行い

ます。 アメリカではすでにフォー ド|‘1動中そ

の他の自動車メ カーが関心を示していると

いわれ、 とくにフォードでは金属披種を要す

るファスナーを硬度Rc30以上にする場介、必

らずこの方法に依るべしとされています。

鼓近アメリカで従来の通気めっき(electro-

plating)に代る機械めっき(mechaniCalplating)
が関心を呼んでいますが、 シカコ．のテ…ザイン

エンジニヤリングショウには3M社かこの装

置を展示しました。 3M社の機械めっきはコ

ールドヴエルド・う｡ロセスと称され、めっきを

する部品を1111転槽の中で水と金属粉と細かい

硝子ビー トと特殊な化'予昌促進斎'1とでかきまぜ

るのですが、 ｲﾛIよりも大きな特微は､電斌め

っきに伴う1発水処理につきものの公且奔問題か

起らないこと、被覆が均一一でかつ水素脆|唯の

11

）
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|<海外の話題>－ よ‐） とい-)動きも11|}ている。 この

反Irli、 ｜刑発途Mlilから米l 'il !ij場へ

"",'llが数年末きわめて械械化し

てきた。仲' 11、台湾、 イント｡ 、 ス

ペインなとゞは雌も涌溌で、 II】には

アメリカのねじ企堆か．現地企堆と

合弁会社を作って輸出するケース

もふえてきた。つい先噸インドに

もこうした［場が‘没立された。 ｜Ⅱ

界のねじ輸出城の!'13分〃)1は日

本製!W1でIIiめられているド!il、 日本

のねじ輸川は涌溌だが、今後はか

なりきびしくなりそうであるロ ｜ﾉ1

も外もH本のねじ業界は人きな変

'）目にI向冒面しているわけである。

■再びねじ不足の時が米る！？こん

な予想をしている人がいる。 アメ

リカのあるねじ企業”社1とだか．、

鉄鋼なとにもそういう声があると

いう。 また全米有J企業より成る

ある縄済団体もそういう物不足の

再燃を懸念する見解を表明してい

る。つま ’)米IKIの景裁回復の速度

から供給能力が‐時不足にな'）か

ねない、 というのである。一時的

にせよもしそうなったとしたら、

その後に米る反動は、先頃の反動

1

聯』

::1斑

鱗蕊蕊

1

一

躍品目量ﾏ王輩霧1 『群錘瞳2目二目

蕊蕊蕊擢鍔
溌鍵露『謝鱈鯉
:ﾆ5 ﾆﾐ､器 E: Lﾆ： ,ﾆ､

ﾆ1 F｡1 鑑唯二. ﾆ5 ﾆ：

噌蟻溝諦溌潅: :：

輸入制限と

物不足再来と | I馨蕊〆; …j" ’冒謬鐸鯵鰯…~錘繍薦鰯"ー

（ イワタボルト第20番目の搬点

北九艸|市に福岡出張所誕牛

f,'II IIYil ,' ll '脹所は/ﾃ年の3川、 ノしり'|､|1紫地帯のメ 、 ､ノカ北ﾉし'j,| ､|市にイワタボ

ルト20ffHの拠,' I,(としてI雅声をあげました．これでイワタボルトは、北は

1lll台から南はノLj,|､|まで令l 'il的に販'だ網をもつことになったわけで、需要

,永の持様方の喫求に応える体制が‐段と充‘だしました。

場Iﾘfは,l､命駅より lfl道10号線を10キロ秘南下した右11111です○所腫は川

崎父祉の満田又社歴が兼任し、今の所男性3橘、女性1橘のささやかな

陣容ですか．、 イ|りれ劣らぬ若さとファイ トの溢れたスタッフで、ソフィ （最

適締結システム） を合喬葉にルj.|､|地区はもとよl)中111地ﾉjまで足をのば

し活溌に活動を腱|刑しております。

ノしり‘| ､|地方のﾉ雅紫は、昨年新幹線が博多まで開通するに及んで急速に変

貌、到る所工場や事務所の建設か進められています。 またイワタボルト

の主要な納入光の ‐つであるlij¥H動卓も、京郁郡（みやこのぐん）苅

田（かんだ)の広大な敷地にノL州工場としてフルライン建設の準備を進め

てお，） 、 その定成の暁には九州の産業界は更に飛躍的な発展をとげるこ

とが期待されます。

｜淵所して日浅い福|川出張所ですが、侍様〃の御指導と御鞭維をお願い

}IIL I:げます。

■アメリカではI{本からのねじ製

品の輸入を制|眠しようという動き

か再び活溌になって来た。昨年も

こうした動きがあ')同際通商委員

fr(ITC)に新迪商法に基きエスケ

ープクローズ適用が要請されたが

「輸入品が国内唯産を脅かす秘に

はなっていない」 という 、卜|｣定で､あ

った。所が年をこえると、今度は

日本製｢品が政府の補助金や握助で

安く米l玉l市場に輸入されているか

ら、 これに見あうだけの輸入関税

を賦課すべきだ、 という要病か財

務許に出され、現在調奇か行われ

ているが、今年の秋に斬定的決定

未年春には正式な結論か出される

ことになった。 またこれとは別に

ナットだけを対象に輸入を制限し

（ 所ではなくなりそうである。果I
器田ボールトエ業㈱禰岡出雌所

〒800 02北九州市小念南区葛原1991－3

TEL O93 (472) 3252

TF［FX 7124 30

出雌所責任荷 ） | |原秀幸

てどうなるか。 日本で･は安定経済

とか{氏遮経済とかいわれているか

ある碓度の安定をみるまでは、長

時間がかかりそうで､ある

’

甸

一ノー



走るソフイット

ー北に南に年間28,000キロ走破

展示館に動く
、

｝

、
二

）

地で大きな反響

な内容で､スタートしました。

①インガゾールランド ・ ドライビンク← ・ システ

ム

②ハイオス電動ドライビング・ システム

③スコービル・う＄ラインドリベッテング・ シス

テム

④MFビアシングナット ・ システム

⑤ナショナル･ I｢1動ねじ締めシステム

⑥ラインへ〆ノ ド ・ ドライビング・ システム

⑦IBタイ、 IBタッチ

⑧IBK崎E_工場製ITねじその他各挿ファス
ナ一

巡II I1の反響も様々で､した。ユーザーーを訪れて

も折悪しく仕半の関係で5， 6名しか参加しな

い時もありましたが、 3時間位時間をと ’） 、各

職場から代表肴が30名位ずつ交代で､ 、 80名から

100名も参加してくれたこともあ'）ます･ また、

イワタボルl､の展示中ゾーフィ “ノ ト (SOFIT}

が動き出してから1年を迎えました。昭和50年

7月1日隔島IIWl&所をスタートしてから51年6

月25R現在で、巡FII先は北は111形ﾘ14滴田1 1j”遮

子T場から南は岡山県の''1動卓メーカーやリリ電

メー‐カーまで､260社、走行距離も 28,600kmにﾉ文

んでおります。 この1年間を顧みるといざざか

感'|既にたえぬものがあります。 ゾフィ 、ソ 1，号が

走った初めの噸は、社内でもやれキャンピング

カーだ、やれレン ｜､ケ．ン車だなどと噺したてる

声もでて－－体この先と‐うなるのかと半ば不安の

気持もあ|）ましたが、方々を巡回している中に

予想以tにユーザーの反郷が大きく 、 それに伴

って各営栄所の人たちのぢえノゴも変ってきた様

です。 それと共にイワタボルトならではの着剋

と先見に蚊めて誇'） と筒11；を深めました。

さて､ノフィットサによる展示活動は次のよう

P凸 ﾜﾆ屯 ﾆ ﾆ

＃

）
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ソフイットは思いもかけぬ珍客であった。話は職場から職場へと伝わり興味と関心の眼が集ってくる。至る所て．ソフイットは歓迎された

展示説明が終った後にイワタボルトの方針や展

示製品について改めて説明会が開かれ、 その日

はその1社で終ったこともあります。

巡回する場合には、私たちは予め相手先の状

況を正確に把握し具体的にどう展開するか検討

しあいましたが、 とくに夫々の地域の営業所の

営業貝の人たちと充分な打ち合わせをした上で

行動するように心掛けました。 こうした事前の

気配りなi)対策が展示会の成果に反映した例も

少なくありません。

展示巡回に対する反響を、ユーザーの意見の

3．実演、サンフ．ル、 カタログが用意されてい

るのでアクションが早い。

4．ユーザーの技術、購買、製造など広い範囲

のセクションの扣当者が同時に接触し説明を

聞ける。

5． イワタボルトがどんな会社かどんな方針か

説明を聞くまでもなく展示車をみれば分る。

以上のようなことで、反響も予想以上にあり

ましたしある程度の実績として反映されました。

勿論、初めての商式みではあり私たちもいろいろ

な縄験もしましたが、少く とも今後の万向につ

いてド1伝を深めたことは事実です。第2年目は

恐らくもっと広い地域にわたって､ノフイットを

走らせたいと思っております。新たな目標に向

って発中、 オーライ ．ノ
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中から幾つか拾いあげてみますと一一

1 ． この様に進んだ考え方をしている会社なら

安心してまかせられる。

2．営業貝に何度も足を運んで､貰わなくとも、

展示車をみれば一目瞭然でお互いの手間が省

ける。
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